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MD520の菌及び真菌（C.アルビカンス）への消毒効果検証
PD Dr. med. H.-P. Werner 2006/08/14 
MD520 Bactericidal and fungicidal (C. albicans) efficacy, Dirty conditions
ドイツ応用衛生協会（DGHM）基準に従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を黄色ブドウ球
菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、MD520（100％濃度/未希釈）は2分の作用時間で十分な有
効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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MD520の有機物負荷下における菌及び真菌への静菌・消毒効果検証
Dr. Holger Brill 2007/07/17 
Suitability of MD520for instrument disinfection
DGHMのガイドラインに従い、有機物負荷下における試験を行った結果、MD520（100％濃度/未希釈）は2分の作用時間で
十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証され
た。
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MD520の汚染状況下における菌及び真菌への表面消毒効果検証
Prof. Dr. Med. H. - P. Werner 2005/11/11 
MD520 Surface disinfection with mechanical action Bactericidal and fungicidal effectiveness, Dirty conditions
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖
球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、MD520（100％濃度/未希釈）は1分の作用時間で十分な有効性を示し、
以上の試験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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DGHMガイドラインに準じたMD520の菌及び真菌への静菌・消毒効力の検証
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2005/03/18 
Summery of the tests carried out in accordance with the DGHM-standard methods and expert opinion
DGHMのガイドラインに従い、菌及び真菌への静菌・消毒効果の検証を行った結果、MD520（100％濃度／未希釈）は有機物
汚染状況下で機械的作業によって1分の作用時間で十分な有効性を示すことが実証された。
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MD520の殺菌効力の検証
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2006/04/17 
Efficacy testing of the disinfectant MD520 according to EN13727
EN13727に従い、MD520の消毒効果の検証のため定量的浮遊実験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して行った
結果、MD520（100％濃度／未希釈）は有機物汚染状況下で1分の作用時間で十分な有効性を示すことが実証された。
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MD520の殺真菌効力の検証
Dr. Rer. Nat. Holger Brill 2006/04/17 
Efficacy testing of the disinfectant MD520 according to EN13624
EN13624に従い、MD520の殺真菌効果の検証のため定量的浮遊実験をカンジダ・アルビカンスに対して行った結
果、MD520（100％濃度／未希釈）は有機物汚染状況下で1分の作用時間で十分な有効性を示すことが実証された。
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MD520の定量的浮遊試験における殺結核菌効力の検証
Dr. med. vet. R. Leimbeck and Dr. rer. nat. W. Groetsch 1994/09/01 
On the results of testing the tuberculocidal effectiveness of MD520 in the quantitative suspension test
DGHMのガイドラインに従い、MD520の殺結核菌効果の検証のため定量的浮遊実験をマイコバクテリウム・テラエに対
して本液100%濃度／未希釈・75％濃度／1.3倍希釈を1分・2分・5分・10分・15分・30分の作用時間で評価を行った結
果、MD520（75％濃度／1.3倍希釈）は結核菌（マイコバクテリウム・テラエ）に対しで15分および30分の作用時間で十分な
有効性を示すことが実証された。
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MD520の定量的浮遊試験における殺結核菌効力の検証
Dr. med. vet. R. Leimbeck 1988/11/17 
On the results of testing the tuberculocidal efficacy of MD520 in the quantitative suspension test
DGHMのガイドラインに従い、MD520の殺結核菌効果の検証のため定量的浮遊実験をマイコバクテリウムに対して本液
100%濃度／未希釈・75％濃度／1.3倍希釈・50％濃度／2倍希釈を2.5分・5分・10分・15分・30分の作用時間で評価を行
った結果、MD520は結核菌（マイコバクテリウム）に対し10分間（75％濃度／1.3倍希釈）および15分間（50％濃度／2倍希
釈）の作業時間で完全に結核菌を不活性化できることが実証された。
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EN14348に準じたMD520の殺結核菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2006/04/17 
Efficacy testing of the disinfectant MD520 according to EN14348
ＥN14348に準じて、MD520の殺結核菌効果の検証のため定量的浮遊実験をマイコバクテリウム・テラエに対して高有機物
負荷及び低有機物負荷で行った結果、MD520は結核菌（マイコバクテリウム・テラエ）に対し低有機物負荷で15分間（100％
濃度／未倍希釈）、高有機物負荷で30分間（100％濃度／未倍希釈）の作業時間で十分な有効性を示すことが実証された。
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EN14348に準じたMD520の殺結核菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2004/10/14 
Determination of the tuberculocidal effect of MD520 according to EN14563
ＥN14563に準じて、MD520の希釈中和法を用いた殺結核菌効果の検証のため、定量的浮遊実験をマイコバクテリウム・テ
ラエに対して行った結果、MD520（100％濃度／未倍希釈）は結核菌（マイコバクテリウム・テラエ）に対し低有機物負荷（0.3
％牛アルブミン）及び高有機物負荷（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％アルブミン）において15分間の作業時間で十分な有効性を示す
ことが実証された。
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EN14563に準じたMD520の殺結核菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2007/05/18 
Suitability of MD520 for tuberculocidal effect according to EN14563
ＥN14563に準じて、医療領域で使用された器具に対するMD520の化学的殺結核菌効果の検証のため、定量的浸漬実験を
マイコバクテリウムに対して有機負荷のない状況で行った結果、MD520（100％濃度／未倍希釈）は結核菌（マイコバクテリウ
ム）に対し10分の作業時間で十分な有効性を示すことが実証された。
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MD520の有機物（血液）負荷状況下における使用可能期間の検証
Dr. rer. Nat. K.-M. Wolf and Dr. rer. Nat. D. Heermann 2006/11/27 
Examination to determine the standing time of MD520 with high organic load (blood)
連邦保健局の提案で、消毒液の使用可能期間をDGHMの基準に従い診療条件下に近い2％の血液汚染状況で浸漬試験にて検
証された結果、MD520（100％濃度／未希釈）は14日間のテスト期間中、2％及び４％の高有機物負荷にも関わらず試験細菌
の黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌及び真菌（カンジダ・アルビカンス）に対し十分な効果を示した。以上の結果より、安
全性を考慮しても、本品は汚染程度が2％を超えない環境下において最長7日間の使用もしくは50個の印象体への使用が推奨
されることが証明された。ただし、0.5％の血液汚染がある場合は効果が保証できない為、本液の使用期間に関わらず液を取り
換えることが推奨される。
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MD520のワクシニアウイルス不活性化効力の検証
Dr. sc. Agr. J. Wekerle and Prof. Dr. med. vet. D. Strauch 1988/03/10 
Testing the activity of the chemical disinfectant MD520 on the enveloped Vaccinia virus
連邦保健局及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、有機物負荷下（0.2％牛アルブミンもしくは10％
ウシ胎児血清）及び無負荷の状況下でMD520のエンベロープウイルス不活性化効力を、ワクシニアウイルスを用いて検証した
結果、MD520（100％濃度/未希釈）はワクシニアウイルスに対して30秒の作用時間で十分な不活性化効力を示すことが実証
された。
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MD520のC型肝炎ウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 2001/10/09 
BVDV efficacy of MD520
MD520のC型肝炎ウイルス不活性化を検証するため、連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガ
イドラインに従い、定量的浮遊試験を代用ウイルスの牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）に対して80％濃度／1.25倍希釈の本
液を用いて30秒・１分・２分・５分の作用時間で評価を行った結果、MD520(100％濃度/未希釈)は30秒間の作用時間で十分
なウイルス不活性化効力を示したことからC型肝炎ウイルス不活性化に有効であることが実証された。
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MD520のアデノウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 1999/12/10 
Adenovirus-efficacy of MD520
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、MD520のアデノウイルス2型に対
する不活性化効力の定量的浮遊試験を、80％濃度／1.25倍希釈の本液を用いて1分・2分・5分・10分の作用時間で評価を行っ
た結果、MD520(100％濃度/未希釈)は2分間の作用時間で十分なアデノウイルス不活性化効力を示すことが実証された。
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MD520のアデノウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 2008/12/12 
Efficacy of MD520 against FCV in a quantitative suspension test at 20℃
MD520のノロウイルス不活性化効力を検証するため、EN14476に準じて定量的浮遊試験を代用ウイルスのネコカリシウイル
ス(FCV)に対して本液を10％濃度／10倍希釈・100％濃度/未希釈で20℃の清浄および汚染状況下で1分・2分・5分・10分の
作用時間で評価を行った結果、MD520(100％濃度/未希釈)はネコカリシウイルス(FCV)に対して5分間の作用時間で清浄及び
汚染状況下で十分なウイルス不活性化効力を示したことからノロウイルス不活性化に有効であることが実証された。
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MD520とハイゴジェット併用時の菌及び真菌(C.アルビカンス)への消毒効果検証
Prof. Dr. K. Boessmann 1987/09/07 
Disinfection Performance of Hygojet in combination with MD520
DGHMのガイドラインに従い、MD520とハイゴジェット併用時の黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌及び真菌（カンジダ・
アルビカンス）に対する消毒効果を検証するため、血液と唾液（ムチン）付着後10分経過したシリコン・ポリエーテルゴム・アルジ
ネート印象材に対し、印象体両面を5秒づづ計10秒間流水下で水洗し、10mlのMD520を8ml（片面4mlづつ）スプレーし10
分間作用させた後、10秒間（片面5秒づつ）水洗した。その結果、ハイゴジェットとMD520を併用した以上の工程ですべての印
象体は十分な消毒・洗浄効果を示し、シリコンとポリエーテルゴムの菌減少率はアルジネート印象材と比較し高い結果であった。
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MD520とハイゴジェット併用時の微生物学的効果の検証
Dr. K.-M. Wolf and Dr. D. Heermann 1987/12/11, 1988/11/24 
Microbiological activity of MD520 in combination with the Hygojet
DGHMのガイドラインに従い、MD520とハイゴジェット併用時の消毒効果を検証するため、診療を想定した状況下で黄色ブド
ウ球菌、緑膿菌及び真菌（カンジダ・アルビカンス）に汚染した血液と唾液（ムチン）付着後10分経過したアルジネート・シリコ
ン・ポリエーテルゴム・親水コロイド印象材に対し、印象体両面を5秒づづ計10秒間流水下で水洗し、10mlのMD520を8ml（
片面4mlづつ）スプレーし10分間作用させた後、10秒間（片面5秒づつ）水洗した。その結果、ハイゴジェットとMD520(100％
濃度/未希釈)を併用した以上の工程で、血液と唾液の高負荷状況下にあったすべての検体は10分の作業時間で十分な消毒・洗
浄効果を示した。
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MD520の浸漬による微生物学的効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. rer. nat. K.-M. Wolf and Dr. rer. nat. D. Heermann 1995/01/20 
On the result of testing of the microbiological effectiveness of MD520 following immersion disinfection
DGHMのガイドラインに従い、本液の浸漬による消毒効果を検証するため診療を想定した状況下で菌（黄色ブドウ球菌）及び真
菌（カンジダ・アルビカンス）、血液と唾液（ムチン）に汚染されたアルジネート・シリコン・ポリエーテルゴム・親水コロイド印象
材を未希釈室温のMD520、及び無菌の軟水にそれぞれ5分間浸漬した結果、MD520(100％濃度/未希釈)は血液と唾液の高
負荷状況下にあったすべての検体に対し5分の浸漬時間で十分な消毒効果を示すことが証明された。
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MD520のラットへの急性経口毒性試験
IBR Forschungs GmbH, Dr. Dr. med. vet. W. Sterner and Dr. med. vet. G. Chibanguza 1988/9 
Acute oral toxicity in Rats
OECDの理念に従い、MD520の急性経口毒性試験を14日間に渡ってウィスターラット（オス5匹及びメス5匹）に対して行った
結果、死亡するラットはおらず、異常な臨床毒性兆候も見られなかった。また、14日後にはすべてのラットにおいて体重増加があ
った。以上のことから、MD520の急性経口毒性は低いと判定された。
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MD520のハムスターへの粘膜刺激性試験
IBR Forschungs GmbH, Dr. med. vet. W.-D. Korn 1989/7/26 
Subacute Cheek-Pouch Mucous Membrane Irritation Test
DIN規格に従い、MD520の粘膜刺激性試験を7日間に渡ってハムスターに対して行った。歯科材料のPALADON65を用い
て左の頬袋にはMD520原液で洗浄したものを、右の頬袋には未洗浄のものをそれぞれ挿入し、クリップにて閉鎖し7日間観察
した。1体のハムスターの右側頬袋にわずかな炎症が見られた他、コントロール体、テスト体のそれぞれに病理組織学的試験で
上皮下浸潤の所見があったが、すべてのハムスターにおいて行動の変化は見られず、正常な体重増加がみられた。以上の結果よ
り、MD520はハムスターの頬袋の粘膜に影響を与えなかったことが証明された。
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様々な印象材料に対するMD520の寸法安定性と石膏体再現性試験
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. Klaus Ludwig 1989/02/10 
Dimensional Stability and Gypsum Cast Tolerance of Various Impression Materials
DIN規格13909および13913に準じて、９つの印象体（アルジネート3、エラストマー4、親水コロイド２）を用いて、MD520
の寸法安定性試験を行った結果、それぞれの印象材の石膏体において寸法変化は見られずその誤差範囲は0.02-0.08％の低
い値で、石膏細部の再現性は印象体の薬液消毒の有無による差異はでなかった。試験を行った印象体60％で石膏体表面の硬度
がやや低下したが、石膏結晶化はわずかな範囲のみにみられたので、これらの変化は低度（＜10％）に分類された。以上の結果
から、MD520は各印象材料の消毒薬として適しており、寸法安定性もしくは石膏細部の再現性の劣化は起きないことが実証さ
れた。
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MD520の石膏モデルに対する寸法安定性と硬度および表面性状の変化
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. Klaus Ludwig 1990/04/30 
Changes in Dimensional Stability, Hardness and Surface properties of Plaster Models
DIN規格13913に準じて、5つの異なる作業模型用石膏（タイプⅢ-1、タイプⅣ-4）を用いてMD520の石膏モデルに対する
寸法安定性と硬度および表面性状の変化を評価する試験を行った。結果、コントロールグループと比較して大きな差異はでな
かったが、水を使用していることによりすべての石膏体において0.01-0.08％のわずかな線形拡張が見られた。また、何もして
いない石膏モデルと比較した際、MD52０を使用した石膏モデルおよび水のみを使用した石膏モデルの両方に9-22％のわず
かな硬度範囲の増加がみられた。今回テストを行った石膏の再現性はMD520の使用有無で差異はでなかった。以上の結果か
ら、MD520は各石膏材料の消毒薬として適しており、寸法安定性もしくは石膏細部の再現性の劣化は起きないことが実証され
た。
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様々な印象材料に対するMD520の寸法安定性と石膏体再現性試験
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. Klaus Ludwig 1994/11/23 
Dimensional Stability and Gypsum Cast Tolerance of Various Impression Materials
DIN規格13909および13913に準じて、7つの異なる印象材（アルジネート3、エラストマー4、親水コロイド２）をMD520
に10分間浸漬消毒し、10分間水道水に浸漬したコントロールグループと比較する寸法安定性試験を行った。また、印象体を
MD520で消毒したものとしなかったものの両方を用いて硬石膏（タイプ４）で石膏体を作成し、石膏再現性試験を行った。そ
の結果、印象体の寸法に大きな差異は見られなかった。印象材料によって起こり得る寸法誤差は、印象体自体の不正確さよりも
小さいといえる。石膏体の細部再現性はコントロールグループと比較し、目視できる劣化は見られなかった。また、テストを行っ
た印象体57％で石膏体表面の硬度が低下した。2種の材料で12-15％の硬度低下がみられた一方で、その他の2種の材料では
4-7％の硬度増加が確認された。特定のアルジネートと石膏に相性の不一致が存在し、試験を行ったアルジネートの一つは、あ
る石膏と相性が悪くテスト結果はMD520による消毒とは関係がないことが示された。以上の結果より、MD520を用いた浸
漬消毒は印象体の消毒に適するものであり、寸法安定性および細部再現性の劣化は起きないことが実証された。
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多量の血液存在下におけるMD520の滞留時間の試験結果
Dr. rer. Nat. K-M. Wolf and Dr. nat. D. Heermann 1995/02/22 
On the results of testing the residence time of MD520 in the presence of much blood
DGHMのガイドラインに準じて、多量の血液存在下におけるMD520の滞留時間および効能を40-80個の印象体に対し、100
％濃度／未希釈および50％濃度／2倍希釈の本液を用いてテストを行った。その結果、2％および4％の血液負荷下において
も、テスト菌である黄色ブドウ球菌、大腸菌、緑膿菌、カンジダアルビカンスに対して試験期間の30日間有効であった。血液負
荷下で4％以下の濃度で本液を使用すると7日間もしくは、50個の印象体で滞留時間が実証されたが、ほとんどの場合、100％
濃度／未希釈で5分間の使用が推奨される。しかし、血液負荷が0.5％の場合でも消毒液の変色が見られる場合は、早めに液を
交換することが推奨される。
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MD520とハイゴジェット併用時の消毒効果
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. K. Boessmann 1987/09/07 
Disinfecting Performance of Duerr Hygojet in combination with MD520
DGHMのガイドラインに準じて、黄色ブドウ球菌、緑膿菌、カンジダアルビカンスで汚染されたアルジネート、シリコン、ポリエー
テルゴムの印象体に血液および唾液を添加し10分間乾燥させた後、水道水で表裏5秒ずつ合計10秒間水洗し、10mlの本液を
片面4秒ずつ合計8秒間スプレーした後、10分間放置、その後表裏5秒ずつ合計10秒間水洗し、消毒効果の試験を行った。以上
の工程を用いて4.51-6.35の減少係数が得られたことから、細菌および真菌に汚染された印象体の洗浄消毒に、MD520のハ
イゴジェットでの使用はとても適していることが証明された。病原菌の減少はアルジネートよりもシリコンとポリエーテルゴムの
印象材でよく見られた。
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MD520とハイゴジェット併用時の微生物への効果試験
Dr. K-M. Wolf and Dr. D. Heermann 1988/11/24, 1987/12/11 
Microbiological activity of MD520 in combination with the Hygojet
DGHMのガイドラインおよびBoessmannとFranzによる実験条件に従って、細菌（黄色ブドウ球菌、緑膿菌）および真菌（カ
ンジダアルビカンス）に汚染された4種の印象体（アルジネート1、シリコン2、ポリエーテルゴム1、親水コロイド２）をMD520
とハイゴジェットを用いて診療条件下で試験を実施した。試験を行う印象体は細菌及び真菌に汚染された後、さらに血液および
唾液を添加し、水道水で表裏5秒ずつ合計10秒間水洗、10mlの本液を片面4秒ずつ合計8秒間スプレーした後、10分間放置、
その後表裏5秒ずつ合計10秒間水洗し、消毒効果の試験が行われた。その結果、細菌に対しては5.08-7.97、真菌に対しては
4.19-6.23の減少係数が得られたことから、ハイゴジェット内での未希釈のMD520の使用は血液による高負荷状況下および
唾液存在下でも汚染された印象体の洗浄消毒にとても適していることが証明された。その際の作用時間は10分間とする。
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MD520とハイゴジェット併用時の印象材料の寸法安定性と石膏体再現性試験
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. Klaus Ludwig 1989/02/10 
Dimensional Stability and Gypsum Cast Tolerance of Various Impression Materials following Disinfection with MD520 in 
the Hygojet
9つの異なる印象材（アルジネート3、エラストマー4、親水コロイド２）をハイゴジェットとMD520を用いて洗浄消毒を行い、寸
法安定性と石膏体再現性をコントロールグループと比較する試験を行った。試験を行う印象体は、ハイゴジェット内で10秒間水
洗後、MD520を10秒間噴射、10分後に10秒間水洗を行った。また、印象体をMD520で消毒したものとしなかったものの両
方を用いて硬石膏（タイプ４）で石膏体を作成し、DIN13909および13913に準じて石膏再現性試験を行った。結果、印象体
の寸法差異は0.0.2-0.08％と大きな差異は見られず、印象材料によって起こりうる寸法誤差は印象体自体の不正確さよりも小
さかった。石膏体の細部再現性は、消毒の有無に関わらずすべての印象体において良く同等であった。また、テストを行った印象
体60％で石膏体表面の硬度がわずかに低下したが、石膏の結晶化に影響を与えた範囲は小さく、これらの変化は低度（＜10％
）に分類された。以上の結果より、ハイゴジェットを用いたMD520の使用は一般的な印象体材料に適しており、寸法安定性およ
び細部再現性の劣化は起きないことが実証された。
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MD520とハイゴジェット併用時の石膏モデルの寸法安定性と硬度および表面
性状の変化
Clinical Center of the Christian Albrecht University Kiel Center for Dental & Oral Medicine, Dr. Klaus Ludwig 1990/04/30 
Changes in Dimensional Stability, Hardness and Surface Properties of Plaster Models
DIN規格13913に準じて、5つの異なる作業模型用石膏（タイプⅢ-1、タイプⅣ-4）を用いて、ハイゴジェット内でMD520を
使用し、石膏モデルに対する寸法安定性と硬度および表面性状の変化を評価する試験を行った。コントロールグループと比較
して大きな差異はでなかったが、水を使用していることによりすべての石膏体において0.01-0.08％のわずかな線形拡張が見
られた。また、何もしていない石膏モデルと比較した際、MD52０を使用した石膏モデルおよび水のみを使用した石膏モデル
の両方に9-22％のわずかな硬度範囲の増加がみられた。コントロールグループと比較し、今回テストを行った石膏の再現性は
MD520の使用有無で差異はでなかった。以上の結果から、MD520は各石膏材料の消毒薬として適しており、寸法安定性もし
くは石膏細部の再現性の劣化は起きないことが実証された。
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